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　「
和
讃
の
お
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　
真
宗
大
谷
派
　
鍵
役

　
　
　
　
　
　
　
　
宣
心
院
　
大
谷
　
暢
文

『
現
世
利
益
和
讃(

五)

』

南
無
阿
弥
陀
佛
を
と
な
ふ
れ
ば

　

梵
王
帝
釈
帰
敬
す

　

諸
天
善
神
こ
と
ご
と
く

　

よ
る
ひ
る
つ
ね
に
ま
も
る
な
り

(

南
無
阿
弥
陀
佛
と
お
念
仏
を
称
え
る
な
ら

ば
、
梵
天
王
や
帝
釈
天
が
お
念
仏
を
称
え
る

私
た
ち
を
敬
っ
て
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
多
く

の
天
神
や
善
神
が
こ
と
ご
と
く
、
昼
夜
を
問

わ
ず
護
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。)
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発
行　

真
宗
大
谷
派
︵
東
本
願
寺
︶
天
満
別
院

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
北
区
東
天
満
一

八

二
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

六
三
五
一

三
五
三
五

代
表
者　

輪　

番　

長
谷
山
法
雄

　
こ
の
ご
和
讃
は
、
三
界
内
の
人
の
護
念
の

利
益
を
詠
っ
た
も
の
で
す
。
三
界
と
は
、
欲 

界
・
色
界
・
無
色
界
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

私
た
ち
の
属
し
て
い
る
世
界
は
欲
界
で
す
。

欲
望
に
と
ら
わ
れ
た
者
た
ち
が
住
む
世
界
で

す
。
そ
ん
な
世
界
に
住
む
私
た
ち
で
さ
え
、

お
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
、
梵
天
王
や
帝
釈

天
が
敬
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ

れ
は
『
金
光
明
経
』
と
い
う
経
典
に
説
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
『
金
光
明
経
』
に
「
梵
王

帝
釈
主
、 

龍
王
緊
那
羅
、
お
よ
び
金
翅
鳥
王
、

阿
蘇
羅
天
衆
、
か
く
の
ご
と
き
天
神
た
ち
、

な
ら
び
に
そ
の
眷
属
を
将
い
て
、
み
な
こ
の

人
を
護
っ
て
昼
夜
離
れ
ず
」
と
あ
り
ま
す
。 

　
梵
天
王
は
三
界
の
う
ち
色
界
の
初
禅
天
と

い
う
世
界
を
治
め
て
い
る
王
で
す
。
帝
釈
天

は
三
界
の
う
ち
の
欲
界
の
忉
利
天
を
司
る
王

で
す
。
い
わ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
の
最
高
の

神
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
最
高
の
神
が
、

三
界
の
中
で
最
も
低
い
世
界
と
さ
れ
る
欲
界

に
住
む
私
た
ち
を
、
お
念
仏
を
称
え
た
と
い

う
だ
け
で
敬
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
梵
天
王
や
帝
釈
天
が
敬
っ
て
く
だ
さ
る
対

象
は
、
欲
界
に
住
む
素
の
ま
ま
の
私
た
ち
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。欲
界
に
暮
ら
し
な
が
ら「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
私
た
ち
を
敬
っ
て

く
だ
さ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
こ
そ
が
敬
い
の
対
象
な
の
で
す
。「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
は
阿
弥
陀
さ
ま
そ
の
も
の

で
す
。
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
お
ら
れ

る
仏
さ
ま
の
中
か
ら
、
梵
天
王
や
帝
釈
天
が

阿
弥
陀
さ
ま
を
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
他
の
仏
さ
ま
方
が
見
向
き
も
さ
れ
な
い

罪
悪
深
重
の
私
た
ち
を
漏
ら
さ
ず
救
っ
て
く

だ
さ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
罪
悪

深
重
の
凡
夫
を
救
う
こ
と
は
至
難
の
技
な
の

で
す
。
そ
れ
を
さ
れ
る
阿
弥
陀
さ
ま
に
対
す

る
敬
い
の
心
が
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お

念
仏
を
称
え
る
私
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
続
く
多
く

の
天
神
や
善
神
が
、
こ
と
ご
と
く
私
た
ち
の

こ
と
を
昼
夜
を
問
わ
ず
護
っ
て
く
だ
さ
る
の

で
す
。
こ
れ
も
ま
た
阿
弥
陀
さ
ま
の
偉
大
さ

を
う
か
が
う
証
で
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
欲

界
に
住
む
私
た
ち
が
、
多
く
の
お
力
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
九
月
の
法
座
・
行
事

　
　
十
日
・
同
朋
の
会
例
会
　
　

                       

　
大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
敎
應
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
部
　
智
宏   

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
二
時
）

　
十
二
日
・
闡
如
上
人
御
逮
夜
・
常
永
代
経
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
二
時
）

　
十
三
日
・
闡
如
上
人
御
命
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
八
時
）

二
十
四
日
・
正
信
偈
書
写
の
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
十
時
）     

              

　
　
　 

・ 

秋
季
彼
岸
会
並
総
永
代
経
法
要
　
兼

                      

墓
地
納
骨
（
物
故
者
）
追
弔
法
要

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
教
区
第
十
二
組

　
　
　
　
　
　
　
　
清
澤
寺
前
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
秀
丸
　
師
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
一
時
半
）

二
十
七
日
・
宗
祖
聖
人
御
逮
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
二
時
）

二
十
八
日
・
宗
祖
聖
人
御
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
八
時
）

　本店
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願
力
無
窮
に　

　
　
　

ま
し
ま
せ
ば

　

罪
業
深
重
も

　
　
　
　

お
も
か
ら
ず

　
　
　
︵
法
語
カ
レ
ン
ダ

よ
り
︶　
　
　

◆
敬
　
　
弔

　
生
前
の
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　　
法
名
　
大
慶
院
釋
尼

妙
美

　　
俗
名
　
奈
良
平
　
美
子

　　
八
月
二
十
日
寂
　
享
年
五
十
七
歳
　

　　
法
名
　
釋
尼

妙
智

　　
俗
名
　
山
口
　
房
子
　

　　
八
月
二
十
二
日
寂
　
享
年
九
十
三
歳

  

　
　
　
　
　
　
　

　
夏
は
暑
い
。
そ
の
夏
も
年
々

暑
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
感

じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
。
家
で

涼
し
く
過
ご
し
て
い
て
も
熱
中

症
に
な
り
ま
す
。
九
月
に
入
っ

て
も
暑
さ
が
残
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
は
欠

か
さ
な
い
様
に
し
て
く
だ
さ

い
。
四
季
の
中
で
、
い
つ
か
ら

か
春
秋
が
短
く
な
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
季
節
感
を
持
っ
て
過
ご

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
河

編　集　後　記
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◆
暁
天
講
座
・
盂
蘭
盆
会
法
要

　
   　

去
る
八
月
四
日
（
金
）、
五
日
（
土
）
の

午
前
六
時
三
十
分
よ
り
暁
天
講
座
を
開
講
い

た
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
に
大
阪
教
区
第

十
五
組 

大
長
寺
住
職 
沼
田 

和
隆 

師
に
よ

り
『
本
来
の
私
』
の
講
題
の
も
と
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　

　
ま
た
十
三
日
（
日
）
は
、
午
後
一
時
半
よ

り
盂
蘭
盆
会
法
要
が
勤
修
さ
れ
、
法
要
後
に

は
大
阪
教
区
第
十
三
組 

道
徳
寺
前
住
職 

入

江  

健
明 

師
の
法
話
が
あ
り
、
皆
様
熱
心
に

聴
聞
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
酷
暑
の
中
多
数
の
方
々
の
ご
参
詣

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
天
満
別
院
門
徒
会

　
　
御
正
忌
団
体
参
拝
の
ご
案
内
　
　
　

　　
こ
の
度
、
真
宗
本
廟
で
は
来
る
十
一
月
　

二
十
一
日
（
火
）
か
ら
二
十
八
日
（
火
）
に

か
け
て
「
御
正
忌
報
恩
講
」
が
厳
修
さ
れ
ま

す
。

　
天
満
別
院
門
徒
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

左
記
の
日
程
で
「
御
正
忌
報
恩
講
」
へ
団
体

参
拝
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
六
日（
日
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
出
発

　
　
参
加
費
　
お
一
人
五
千
円

　
ご
門
徒
の
皆
様
に
は
、
同
封
し
て
お
り
ま

す
ご
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
秋
季
彼
岸
会
並
総
永
代
経
法
要

　
　
兼
墓
地
納
骨
（
物
故
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
弔
法
要

　　
今
月
二
十
日
か
ら
彼
岸
の
入
り
と
な
り
ま

す
。
天
満
別
院
で
は
左
記
の
通
り
、
秋
季
彼

岸
会
並
総
永
代
経
法
要
兼
墓
地
納
骨
（
物
故

者
）
追
弔
法
要
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。

　
日
時
　
　
九
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
よ
り

　
法
話
　
　
大
阪
教
区
第
十
二
組

　
　
　
　
　
　
清
澤
寺
前
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
秀
丸
　
師

◆
報
恩
講
準
備
の
お
願
い

　
九
月
二
十
九
日
（
金
）
午
後
一
時
よ
り
報

恩
講
前
の
境
内
・
仏
間
・
和
室
の
清
掃
、
の

ぼ
り
旗
の
設
置
等
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
門

徒
会
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
天
満
別
院
報
恩
講
の
ご
案
内

　
　
左
記
の
通
り
天
満
別
院
報
恩
講
を
厳
修

　
い
た
し
ま
す
。

十
月
三
日
（
火
）

　
・
初
逮
夜
　
　
　
　
　
　（
午
後
一
時
半
）

　
　
　
法
話
　
　
　
　
大
阪
府
大
阪
市

　
　
　
願
光
寺
住
職
　
茨
田
　
通
俊
　
師
　
　
　
　
　

十
月
四
日
（
水
）　

　
・
晨    

朝
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
七
時
）

　　
・
日    

中
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
十
時
）

　
　
　
婦
人
部
報
恩
講

　
　
　
御
伝
鈔
拝
読

　
・
結
願
逮
夜
　
　
　
　
　（
午
後
一
時
半
）

　
　
　
法
話
　
　
　
　
大
阪
府
大
阪
市

　
　
　
願
光
寺
住
職
　
茨
田
　
通
俊
　
師

十
月
五
日
（
木
）　

　
・
結
願
晨
朝
　
　
　
　
　
　（
午
前
七
時
）

　　
・
報
徳
会
　
　
　
　
　
　（
午
前
十
一
時
）　
　

　
・
結
願
日
中
　
　
　
　
　（
午
後
一
時
半
）

　
　
　
法
話
　
　
　
　
大
阪
府
大
阪
市

　
　
　
願
光
寺
住
職
　
茨
田
　
通
俊
　
師
　

　　

　「
私
は
す
ぐ
私
以
外
の
も
の
に

な
り
た
が
っ
て
自
分
を
忘
れ
る

あ
な
た
自
身
で
あ
れ
ば
よ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

平
野
修)

　

　
私
は
他
と
く
ら
べ
て
自
分
は
あ

の
人
よ
り
優
れ
て
い
る
。
或
い
は

劣
っ
て
い
る
。
自
分
を
よ
い
と
思
う
時
は
優

越
感
を
持
ち
、
劣
っ
て
い
る
時
は
劣
等
感
を

持
っ
て
落
ち
込
む
。
あ
の
人
の
よ
う
に
な
っ

た
ら
い
い
な
、
ま
た
あ
の
人
の
よ
う
に
は
な

り
た
く
な
い
と
思
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
は
自

身
が
あ
る
べ
き
位
置
に
立
っ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
相
手
し
だ
い
で
振
り
回
さ
れ
て
右

往
左
往
し
て
落
ち
着
く
と
こ
ろ
の
な
い
自
己

忘
却
の
す
が
た
で
あ
る
。
仏
法
に
遇
う
と
は

自
己
忘
却
の
自
身
に
気
づ
か
さ
れ
、
自
身
の

あ
る
べ
き
相
の
確
認
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
身
を
忘
れ
て
い
る
私
に
、
仏
様
は
常

に
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
す
。
仏
法
は
私
一

人
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。
自
己
と
は
何
ぞ

や
と
い
う
課
題
を
き
く
こ
と
に
よ
り
少
々

な
り
と
も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
自
己

回
帰(

復)

が
で
き
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
あ
の
人
の
よ
う
に
な
っ
た
ら

で
は
な
く
私
は
私
で
よ
か
っ
た
私
に
な
る
の

で
す
。
私
は
私
以
外
の
何
者
に
も
な
れ
ま
せ 

ん
。
な
る
必
要
も
い
り
ま
せ
ん
。
私
は
私
で

充
分
で
す
。
そ
れ
で
丁
度
よ
い
私
で
す
。

　『
良
寛
作
』
実
は
現
代
詩
の
見
出
し
で
、

平
成
十
四
年
三
月
三
十
日
付(
朝
日
新
聞
）

に
記
載
さ
れ
た
石
川
県 

野
々
市
町 
常
讃
寺  

藤
場 

美
津
路
さ
ん
の
詩
「
仏
様
の
こ
と
ば

(

丁
度
よ
い)

」
を
思
い
出
す
。「
お
前
は
お

前
で
丁
度
よ
い
　
顔
も
体
も
名
前
も
姓
も

お
前
に
そ
れ
は
丁
度
よ
い
　
貧
も
富
も
親
も

子
も
　
息
子
の
嫁
も
そ
の
孫
も
　
そ
れ
は
お

前
に
丁
度
よ
い
　
幸
も
不
幸
も
よ
ろ
こ
び
も

　
悲
し
み
さ
え
も
丁
度
よ
い
　
歩
い
た
お
前

の
人
生
は
　
悪
く
も
な
け
れ
ば
良
く
も
な
い
　

　
お
前
に
と
っ
て
丁
度
よ
い
　
地
獄
へ
行 

こ
う
と
極
楽
へ
行
こ
う
と
　
行
っ
た
と
こ
ろ

が
丁
度
よ
い
　
う
ぬ
ぼ
れ
る
要
も
な
く
卑
下

す
る
要
も
な
い
　
上
も
な
け
れ
ば
下
も
な
い

　
死
ぬ
月
日
さ
え
も
丁
度
よ
い
　
仏
様
と
二

人
連
れ
の
人
生
　
丁
度
よ
い
の
だ
と
聞
こ
え

た
時
　
憶
念
の
信
が
生
ま
れ
ま
す
　
南
無
阿

弥
陀
仏
」

　
藤
場
さ
ん
は
「
間
違
わ
れ
た
良
寛
様
も
苦

笑
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
。
こ
の
詩
は

自
己
否
定
の
苦
悩
の
中
に
聞
こ
え
た
仏
様
の

慈
愛
の
言
葉
で
す
。
安
易
な
現
状
肯
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誤
っ
た
理
解
を
さ
れ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

輪番雑感
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